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２．防災基礎ISP[研修受講資格の取得]

①テーマ選択画面



＜コード番号による教材管理について＞

• 学習者が、各人の目的に応じて自由に教材を選択し閲覧できるよう、教材
を体系的に管理する必要がある。

• このため、教材の内容を分類・整理した上で、内容を識別するためのコー
ド番号を付与し、管理する。

• コード設計にあたっては、新しい分野が追加されるなど学習内容の変化
に応じて追加ができるよう、コード番号の桁数に幅を持たせるなど、拡張
性を考慮したものとする。

• また、研修や能力評価等、関連する業務でも共通で使用できるよう、汎用
性を持ったものとする。

※その他、学習内容のキーワードを付与することで、学習者の希望するキー
ワードからも教材検索できるよう紐づけをする。

○コードの設定例

• 防災スペシャリストが実施すべき防災活動の体系を基に、総合調整の「計
画立案」、「広報」、「活動調整」、「実行管理」や個別課題への対応の「災
害に強い国づくり」、「事故災害の予防」など、26の防災活動で分類する
「防災活動コード」と、防災活動ごとに学習すべき内容を分類し、関連性を
整理した「学習内容コード」の２つを組み合わせた、上３桁、下３桁のコー
ド体系が考えられる。

• 上下各コードとも、100桁や10桁の飛び番号を付与し、拡張性を持たせる。
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コード 内容

防災活動コード

上３桁

26の防災活動で分類したコード

（例） (コード番号)
○防災基礎 10
○総合調整 100
→計画立案 110
→広報 120
→活動調整 130
→実行管理 140

○個別対策予防 200
→災害に強い国づくりまちづくり

210
→事故災害の予防 220
→国民の防災活動の促進 220
…

学習内容コード

下３桁

26の防災活動に必要な学習内容で分類したコード

（例）
＜防災基礎＞ （コード番号）
○法律・計画 100

→ 防災活動の全体像 110
→ 我が国の災害の現状 120
→ 災害における主な被害と対策

130
→ … …

○ハザード 200
→ 地震・津波のメカニズム 210
→ 風水害のメカニズム 220
→ … …

○コード設定の具体例

防災基礎の教材「地震・津波のメカニズム」の場合

コード設定の考え方（例）
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２．防災基礎ISP[研修受講資格の取得]

②研修受講要件について
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２．防災基礎ISP[研修受講資格の取得]

③講座画面
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２．防災基礎ISP[研修受講資格の取得]

④テスト画面
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２．防災基礎ISP[研修受講資格の取得]

⑤テストの採点結果
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３．クイズのメニュー画面
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４．警報避難のクイズ
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５．警報避難の講義動画
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６．災害記録
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７．警報避難の参考情報リンク


